非基本色名から想起される色の共通性について by 片山 伸子 & 小川 徳子































                                                     








年生と 5 年生で実施したところ、5 年生では条件による違いはなく 2 年生の 2 人条件で分
類基準は増える結果となった(片山・小川，2018a，片山・小川，2019)。 





































「色辞典」は 1988 年に発売され、現在 100 色が販売されている。「『色を楽しむ色鉛筆』
として自然そのままの魅力を再現した色鉛筆シリーズです。柔らかみのある中間色を豊富
に取り揃え、1 色 1 色には自然界からもらった魅力的な色名をつけました（トンボ鉛筆 HP
の商品紹介ページより）」というコンセプトで製作されている。中間色が豊富にそろい、カ
ラーチャートも一般に公開されていることから採用する。 


















刺激 トンボ鉛筆社製色鉛筆「色辞典」より緑系に分類されている 13 色を使用した。色





































































































































若菜色(A P-5) 7 3.57 B(1) C(1) E(1) F(2) H(2) K(2)
パロットグリーン(B V-5) 3 3.00 A(1) D(2) G(1) J(3) K(6)
千歳緑(C D-7) 2 2.00 A(1) B(1) E(3) F(3) H(4) L(2)
白緑(D Vp6) 9 3.56 B(2) F(1) I(3) M(1)
水晶色(E Lg-7) 0 0.00 A(1) D(1) I(5) J(7) K(2)
緑青(F Dl-5) 0 0.00 C(2) E(1) G(6) J(1) M(5)
針樅色(G D-18) 2 2.50 A(1) C(1) E(2) L(6) M(4)
仙人掌(H D-17) 1 4.00 B(5) C(2) F(2) G(3) L(3)
薄荷色(I P-16) 4 3.25 A(1) D(2) E(2) F(2) H(3) J(1) K(1)
薄浅葱(J P-6) 2 4.50 A(3) D(1) E(2) F(3) H(2) I(1) m(1)
ビガラスグリーン(K F-10) 5 3.80 A(1) B(1) D(1) E(1) F(1) G(1) I(3) J(1) m(1)
木賊色(L Ex-3) 2 3.50 B(1) C(3) E(3) F(1) H(3) J(1) m(2)
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